
●令和２年度の教育計画の基となる「熟

議」を行いました。

子どもたちにどのような力を付けてあ

げることが大切なのか、「育成したい資

質・能力」をテーマに熟議を行いまし

た。（写真）

前回の協議会で交流した「子どもたち

の実態」を踏まえ、昨年度よりも更に踏

み込んだ内容となりました。

来年度の重点教育目標やその実現方策

につながる意見として大切に扱います。

●「学校関係者評価」は家庭・地域と学

校の相互理解に生かします。

各学校から「教職員による自己評価」

が示されました。協議会では、すべての

項目の自己評価を「概ね妥当」「妥当と

は思わない」「よくわからない」という

３つの視点で評価しました。

この評価をまとめた学校関係者評価報

告書は３月に学校に提出されます。

なお、教職員の自己評価

は広尾町公式ウエブサイト

で掲載しています。
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「熟議」と「学校関係者評価」で学校運営に参画

【解説】学校評価は「教職員による自己評

価」と「学校関係者評価」からなり、実施

が法令で規定されています。その目的は、

「保護者住民等から理解と参画を得て、学

校・家庭・地域の連携協力による学校づく

りを進めること」で、学校運営協議会設置

の目的と完全に一致します。

【広尾小】

【豊似小】

【広尾中】

＝令和元年度第３回学校運営協議会開催＝



日置真世氏の講演会（令和元年１２月２７日、参加者４９名）では、日置氏に同行した

７名の方たちによる公開討論が行われました。今まさに、仲間と共に課題を乗り越えよう

としている「若者たち」が語る「自分の自己肯定感」の話（物語）に、会場全体がひきこ

まれ、大人や地域のあり方について考える貴重な場となりました。

石川尚子氏の講演会（令和２年１月２４日、参加者７４名）では、隣りの人に、その人

の印象を言葉で伝えるエクササイズを行いました。「なんて言おうか考えている間中、こ

の方には『よいところがある』と思い続けてい

ませんでしたか？」と会場に問いかけ、「子ど

もとかかわる時も同じ」と明快に大人の在り方

を示していただきました。

講演会では広尾っ子応援団の紹介として、こ

れまで届いた１１通の応援メッセージをまとめ

た「応援メッセージ集」（右写真）をお配りし

ました。ご希望の方はご連絡ください。

令和２年１月１日のお昼頃のことです。

私は家族と一緒にお正月を過ごすために、広尾町内にある実家に車で向かっていたと

ころ、坊主頭でメガネをかけた男の子が、ある横断歩道の前で立ち止まっていました。

見れば、５～６台の車がビュンビュンと目の前を通り過ぎるのを待っていた様子で

す。

私が横断歩道の手前で、男の子を先に渡らせるため車を一時停止させると、彼はこち

らに迷惑をかけたくないと思ったのか素早く横断歩道を渡り切ったかと思うと、向こう

側の歩道に辿りつくや否やクルリとこちらに向き直し、深々と一礼をしてくれました。

礼儀正しい子がいるものだなと、とても感心したのと同時に、歩行者優先という当た

り前の事ができない大人が余りに多いために、彼にその様な行動をさせてしまった事を

とても心苦しく感じました。

大人として、子どものお手本になれるような行動を心掛けなければいけないな、と改

めて思わせてくれた彼の行動に、清々しい気持ちで新年を迎えることができました。

（令和２年１月７日 町内 ４０代男性）

令和 2 年１月 26 日の午後 2 時頃のことです。フクハラで買い物の清算をしていると

きに、ピンクのつなぎを着た小学校低学年くらいの女の子が、店内に落ちていた硬貨を

「これ、落ちてましたよ！」と元気よく店員さんに渡している姿を見かけました。

私が子供の頃なら、「ラッキー」と懐に入れていたかもしれませんが・・・・・・。

今の子供は素直で偉いなと感心しました。

（令和２年１月２７日 町内 ３０代男性）

教育講演会への参加ありがとうございました


